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一
、
近
代
日
本
と

｢

支
那
語｣

吉
川
幸
次
郎
は
、
一
九
三
七
年
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
が
長
期
化
し
泥
沼
化
し
て
い
く
最
中
の
一
九
四
〇
年
に
、｢

支
那
語
の
不
幸｣

と
題
す
る
次
の
よ
う
な
文
章
を
書
い
て
い
る
。

現
代
の
わ
が
国
で
、
も
っ
と
も
正
当
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
外
国
文
化
は
支
那
文
化
で
あ
り
、
も
っ
と
も
不
幸
な
状
態
に
放
置

さ
れ
て
い
る
外
国
語
は
支
那
語
学
で
あ
る
。

(

中
略)

支
那
語
は

｢

同
文｣

で
あ
る
が
為
に
、
国
語
と
同
じ
言
葉
、
―
と
ま
で
は
ゆ
か
な
く
と
も
、
大
し
て
変
り
の
な
い
言
葉
の
よ

う
に
、
考
え
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
。
つ
ま
り
外
国
語
と
し
て
は
意
識
さ
れ
に
く
い
の
で
あ
り
、
た
と
い
外
国
語
と
し
て
意
識
さ
れ
た

と
し
て
も
、
あ
ま
り
学
習
に
努
力
を
要
せ
ぬ
外
国
語
だ
と
考
え
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
漢
字
を
知
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

同
じ
漢
字
で
書
い
た
支
那
の
文
章
ぐ
ら
い
、
わ
け
な
く
読
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

(

中
略)

し
か
し
こ
れ
は
錯
覚
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
国
語
と
支
那
語
と
は
、
全
く
ち
が
っ
た
言
語
で
あ
る
。
語
序
が
ち
が
う
こ
と
は
、

誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
一
人
語
序
ば
か
り
で
な
く
、
言
語
の
構
造
が
、
根
本
的
に
ち
が
う
の
で
あ
る
。
そ
の
ち
が
い
は
、
国
語
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
と
の
距
離
に
、
決
し
て
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
民
族
の
文
化
が
、
全
く
同
じ
も
の
で
は
な
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い
の
と
、
一
般
で
あ
る

(

１)

。

当
時
、
京
都
帝
国
大
学
支
那
文
学
科
主
任
で
あ
っ
た
吉
川
は
、
中
国

(

支
那)

文
化
、
中
国

(

支
那)

語
を
正
当
に
理
解
す
る
よ
う

一
貫
し
て
主
張
す
る

(

２)

が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
情
勢
で
あ
っ
た
。
欧
米
の
文
明
を
模
倣
し
た
明
治
維
新
に
よ
っ
て
、

ア
ジ
ア
で
最
初
に
物
質
的
な
豊
か
さ
を
手
に
入
れ
た
日
本
人
は
、
欧
米
文
化
に
ば
か
り
傾
倒
し
、
中
国
を
始
め
と
す
る
同
じ
ア
ジ
ア
の

国
々
の
文
化
、
言
語
に
対
し
て
は
冷
眼
を
与
え
続
け
た
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
漢
語
研
究
の
草
分
け
、
広
部
精
の

『

増
訂
亜
細
亜
言
語
集
支
那
官
話
之
部』

(

一
九
〇
二
年
初
版)

｢

緒
言｣

に
は
、

次
の
よ
う
な
言
葉
が
見
え
て
い
る
。

漢
籍
ノ
如
キ
ハ
屑
屋
ニ
モ
断
ハ
ラ
レ
支
那
語
ナ
ド
ニ
従
事
ス
ル
者
ハ
愚
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
狂
否
ラ
ザ
レ
バ
固
陋
ノ
蛮
夫
ト
云
ハ

ル
ル

(

３)

ま
た
、
袁
世
凱
の
顧
問
を
務
め
た
日
本
軍
高
級
将
校
、
坂
西
利
八
郎
は
、｢

陸
軍
と
支
那
語｣

と
題
す
る
回
想
記
の
中
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

…
李
鴻
章
が
死
ん
だ
の
で
袁
世
凱
が
直
隷
総
督
通
商
大
臣
に
な
つ
た
。
そ
し
て
立
花
小
一
郎
大
将

(

当
時
中
佐)

が
三
十
四
年

(

一
九
〇
一)

に
袁
の
顧
問
と
な
つ
た
。
三
十
六
年

(

一
九
〇
三)

に
私
が
こ
の
立
花
さ
ん
の
あ
と
へ
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
時
、
私
は
支
那
語
を
一
寸
も
知
ら
な
い
。
頭
か
ら
支
那
語
を
馬
鹿
に
し
て
ゐ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
か
ね
ば
人
間
で
な
い
や
う

に
思
は
れ
て
ゐ
た
時
代
で
あ
つ
た

(

４)

。

だ
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
一
つ
の
転
機
が
訪
れ
る
。
日
清
戦
争
に
始
ま
る
日
本
の
中
国
進
出
に
伴
っ
て
、
中
国
語
の
必
要
性
が
急
速

に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
井
上
哲
次
郎
は
、｢

語
学
の
必
要｣

と
題
し
、
ロ
シ

ア
と
中
国
の
言
語
の
必
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

日
本
人
の
余
程
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

今
日
の
支
那
語
と
露
西
亜
語
で
あ
り
ま
す

此
支
那
と
露
西
亜
と
い
ふ
国

は
日
本
と
隣
合
つ
て
居
る
国
で
あ
る
、
…

(

中
略)

…
今
の
支
那
の
文
学
は
昔
よ
り
遙
に
劣
つ
て
居
る
、
そ
れ
だ
か
ら
露
西
亜
支

那
の
言
葉
は
文
学
上
か
ら
必
要
と
云
ふ
よ
り
寧
ろ
国
際
上
か
ら
必
要
で
あ
る
、
こ
の
国
は
隣
で
あ
る
、
そ
れ
か
ら
何
か
事
の
起
こ

つ
た
時
に
も
そ
の
国
の
言
葉
に
通
じ
て
居
る
人
が
非
常
に
多
く
な
け
れ
ば
何
時
で
も
敗
を
取
る
恐
れ
が
あ
る
、
…
然
う
云
う
工
合

『

中
国
文
学

(

月
報)』

と
中
国
語
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で
あ
る
か
ら
し
て
此
日
本
は
隣
国
の
言
葉
を
よ
く
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

(

５)

、

｢
今
の
支
那
の
文
学
は
昔
よ
り
遙
に
劣
つ
て
居
る｣

と
の
言
葉
は
意
味
深
長
で
あ
る
。
日
本
人
は
古
来
、
論
語
や
荘
子
、
そ
れ
に
杜

甫
や
李
白
な
ど
の
中
国
古
典
に
は
並
々
な
ら
ぬ
愛
着
を
持
っ
て
き
た
。
だ
が
当
時
の
現
実
の
中
国

(

支
那)

に
お
け
る
そ
う
し
た
価
値

は
一
切
滅
却
す
る
こ
と
を
ま
ず
は
宣
言
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
実
の
中
国
を
蔑
み
、
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
開
か
れ
ん

と
す
る
中
国
侵
略
へ
の
道
を
肯
定
す
る
思
想
へ
と
通
じ
て
い
く
の
で
あ
る
。

六
角
恒
広
氏
は
、
そ
の
著

『

近
代
日
本
の
中
国
語
教
育』

(

一
九
六
一)

の
中
で
、
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

昭
和
の
年
代
に
な
る
と
、
中
国
語
教
育
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
盛
況
を
呈
し
た
。
日
本
の
中
国
侵
略
が
本
格
的
段
階
に
な
る
に

と
も
な
っ
て
、
中
国
語
学
習
者
も
激
増
し
、
中
国
語
教
育
は
盛
ん
に
な
っ
た
。
私
立
大
学
に
も
多
く
中
国
語
の
科
目
が
設
け
ら
れ
、

中
等
学
校
に
も
進
出
し
、
各
地
に
講
習
会
が
開
か
れ
、｢

支
那
語｣

教
育
の

｢

黄
金
時
代｣

が
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
語

そ
れ
自
身
は
、
語
学
と
し
て
の
正
当
な
地
位
づ
け
を
得
て
は
い
な
か
っ
た
。

(
中
略)

明
治
以
来
の
庶
民
の
生
き
が
い
は
、
努
力
次
第
で
立
身
出
世
が
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
封
建
社
会
の
身
分
制

か
ら
の
解
放
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
か
ら
あ
た
え
ら
れ
た
日
本
の
身
分
制
の
解
放
に
は
、
庶
民
と
し
て
の
限
界
が
あ
る
。
こ
う
し

た
限
界
へ
の
不
満
は
、
国
内
で
の
夢
を
捨
て
去
っ
て
、
中
国
大
陸
へ
の
あ
こ
が
れ
を
い
だ
か
せ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
中
国
語
の

学
習
が
最
も
手
近
な
コ
ー
ス
と
し
て
庶
民
に
受
け
と
め
ら
れ
た

(

６)

。

学
問
の
対
象
と
し
て
で
な
く
あ
く
ま
で
も
実
用
の
た
め
、
時
代
の
要
求
に
応
え
る
形
で
中
国
語
は
と
も
か
く
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
当
時
、
多
く
の
日
本
人
が
中
国
大
陸
へ
関
心
を
向
け
た
こ
と
に
伴
い
、
中
国
語
学
習
書
の
ほ
か
、
中
国
関
係
ハ
ウ
ツ
ウ
も
の
、

そ
し
て
夥
し
い
数
の
中
国
解
説
書
の
翻
訳
が
出
版
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
品
質
は
と
い
え
ば
極
め
て
劣
悪
な
も
の
が
多
か
っ
た
。

時
代
の
風
潮
に
抗
っ
て
、
真
の
中
国
研
究
を
目
指
し
た
中
国
文
学
研
究
会
は
、
竹
内
好
や
武
田
泰
淳
ら
を
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一

九
三
四
年
東
京
に
設
立
さ
れ
る
が
、
そ
の
機
関
誌

『

中
国
文
学

(

月
報)』 (

７)
の
誌
面
に
は
、
こ
う
し
た
時
代
へ
の
憤
り
が
溢
れ
て
い
る
。

竹
内
好
は
、｢

支
那
語
の
教
科
書
に
つ
い
て｣

と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
つ
け
て
い
る
。

こ
ゝ
に
支
那
語
の
会
話
教
科
書
が
一
冊
あ
る
。
こ
の
本
は
昭
和
八
年
三
月
出
版
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
三
月
ま
で
に
五
十
版
重
ね
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て
ゐ
る
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
売
れ
た
か
と
い
ふ
と
、
著
者
が
有
名
な
官
立
学
校
の
支
那
語
科
の
主
任
の
先
生
だ
か
ら
で
あ
ら
う
。
そ

の
学
校
は
世
間
か
ら
は
支
那
語
教
育
の
総
本
山
の
や
う
に
思
は
れ
、
従
つ
て
、
そ
の
先
生
は
日
本
の
支
那
語
教
育
の
総
帥
の
や
う

に
目
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。(

中
略)

と
こ
ろ
が
、
こ
の
会
話
教
科
書
は
、
い
つ
た
い
ど
う
や
つ
た
ら
一
番
デ
タ
ラ
メ
な
本
が

作
れ
る
か
と
い
ふ
実
験
の
見
本
の
や
う
に
ひ
ど
い
編
纂
で
あ
る
。
常
識
人
な
ら
、
こ
れ
だ
け
デ
タ
ラ
メ
に
す
る
に
は
相
当
の
苦
心

が
い
る

(

８)
。

次
に
、
中
国
語
教
育
に
関
し
て
、
一
九
四
〇
年
十
二
月『

中
国
文
学』

第
六
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
同
じ
く
竹
内
好
に
よ
る
翻
訳
紹
介
、

｢

支
那
言
語
学
概
説｣
よ
り
引
用
す
る
。

王
力
の

｢

中
国
語
文
概
論｣

(

国
学
小
叢
書
、
民
国
二
十
八
年
四
月
、
商
務
印
書
館)

を
佐
藤
三
郎
氏
が
全
訳
し
た
も
の
で
あ

る
。
原
著
は
さ
き
に
邦
訳

(
文
求
堂)

の
出
た

｢

中
国
文
法
学
初
探｣

と
共
に
大
い
に
敬
服
し
て
読
ん
だ
。
…
…
こ
の
翻
訳
は
ず

ゐ
分
間
違
ひ
が
多
い
。
間
違
い
と
い
ふ
よ
り
、
間
違
い
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
し
ま
つ
た
出
鱈
目
で
あ
る
。
訳
者
は
、
支
那
及
び
支

那
語
に
関
し
て
恐
し
く
無
智
で
あ
る
。
…
…
だ
が
、
こ
の
程
度
の
誤
訳

(

あ
る
ひ
は
出
鱈
目)

は
、
い
ま
の
日
本
の
翻
訳
界
で
、

決
し
て
例
外
的
な
わ
け
で
は
な
い
。
…
僕
は
、
翻
訳
の
問
題
を
、
単
な
る
語
学
の
問
題
で
な
く
も
つ
と
広
範
な
問
題
に
考
え
て

ゐ
る
。

｢

単
な
る
語
学
の
問
題
で
な
く
も
つ
と
広
範
な
問
題｣
、
筆
者
の
表
現
は
、
時
局
を
反
映
し
て
遠
回
し
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
が
、
当
時
の
日
本
全
体
の
中
国
に
対
す
る
大
き
な

｢
間
違
い｣

は
、
よ
り
混
迷
、
深
刻
の
度
合
い
を
深
め
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

二
、
逆
境
の
下
で
の
模
索

一
九
四
一
年
四
月
発
行
の

『

中
国
文
学』

第
七
一
号
の

｢

後
記｣

に
、
竹
内
好
が
次
の
よ
う
に
書
き
付
け
て
い
る
。

支
那
語
教
育
の
問
題
は
刻
下
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
一
部
の
職
業
教
育
者
に
ま
か
せ
て
お
け
る
問
題
で
は
な
い
。

日
本
の
支
那
語
教
育
の
貧
し
さ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
身
に
沁
み
て
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
学
校
で
習
っ
た
支
那
語
は
、

痛
ま
し
い
限
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。

『

中
国
文
学

(

月
報)』

と
中
国
語
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(

中
略)

日
本
に
お
け
る
支
那
語
教
育
の
問
題
と
、
支
那
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
問
題
と
は
、
こ
の
一
年
の
主
要
な
編
集
目
標
の
一
つ

に
し
て
、
く
り
返
し
続
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。

日
中
戦
争
の
さ
な
か
、
敵
国
た
る
現
代
中
国
の
こ
と
を
正
面
か
ら
論
じ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
危
険
な
行
為
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本

に
お
い
て
、
中
国
は
す
べ
て

｢

支
那｣

と
呼
ば
れ
た
が
、
そ
れ
を

｢

中
国｣

(

中
心
の
国
、
つ
ま
り
中
華
思
想
と
繋
が
る
と
考
え
ら
れ

た)

と
呼
び
、
竹
内
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
研
究
会
に

｢

中
国
文
学
研
究
会｣

と
命
名
し
た
こ
と
自
体
、
極
め
て
勇
気
を
要
す
る
決
定

で
あ
っ
た
。
戦
後
、
竹
内
本
人
が
当
時
の
状
況
を
こ
う
回
想
し
て
い
る
。

た
ぶ
ん
中
国
と
い
う
名
を
雑
誌
の
名
に
し
た
の
は
、
日
本
で
は

｢

中
国
文
学
月
報｣

が
は
じ
め
て
で
し
ょ
う
。
あ
の
頃
は
み
ん

な
支
那
で
す
。｢

支
那｣

(
東
亜
同
文
会
調
査
編
纂
部
発
行)

っ
て
い
う
大
き
な
雑
誌
が
あ
り
ま
し
た
し
、｢

満
蒙｣

(

中
日
文
化
協

会
発
行)

な
ん
て
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も

｢

支
那
ナ
ン
ト
カ｣

と
い
う
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど
、｢

支
那｣

は
古
く

さ
い
し
、
中
国
人
が
支
那
と
い
う
言
葉
を
非
常
に
嫌
う
っ
て
こ
と
は
、
文
学
を
通
し
て
、
こ
っ
ち
に
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
わ

ざ
と

｢

支
那｣

を
避
け
て

｢

中
国｣
と
い
う
名
を
つ
け
た
ん
で
す

(

９)

。

竹
内
ら
し
い
軽
妙
な
語
り
口
の
中
に
、
強
い
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
。
戦
争
の
相
手
国
と
は
い
え
、
い
や
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
い
っ
そ
う

中
国
を
研
究
し
、
そ
の
真
の
姿
を
伝
え
て
い
く
こ
と
に
情
熱
を
燃
や
し
た
中
国
文
学
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
雑
誌

『

中
国
文
学』

を

根
城
と
し
て
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

中
国
語
教
育
の
上
で
、
彼
ら
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
中
国
語
研
究
、
講
習
会
の
開
催
で
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
九
月
の
第
七
号

｢

会
報｣

に
は
、
次
の
よ
う
な
宣
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

言
語
研
究
部
会
の
成
立

い
よ
い
よ
言
語
研
究
部
を
や
る
こ
と
に
し
た
。
先
づ
手
始
め
に
カ
ー
ル
グ
レ
ン
の
中
国
語
研
究
の
支
那
訳
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た

講
読
会

(

月
一
回
位)

を
十
月
か
ら
実
行
す
る
。
今
後
の
プ
ラ
ン
左
の
如
し
。
(

一)

支
那
語
の
発
音
練
習

(

二)

文
字
の
問
題

(

注
音
符
號
、
国
語
ロ
ー
マ
字
、
ラ
テ
ン
化
等)

中
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(

三)

言
語
発
達
史

(

四)

各
地
方
言
の
検
討

一
般
会
員
の
意
見
を
求
め
、
そ
れ
に
よ
つ
て
仕
事
を
決
定
し
た
い
。
こ
の
問
題
に
関
心
を
有
つ
方
は
誰
で
も
積
極
的
に
参
加
を
申

込
ん
で
欲
し
い
。(

武
田
、
曹)

こ
の
後
、
ほ
ぼ
毎
号
に
わ
た
っ
て

｢

言
語
研
究
部
会｣

の
活
動
報
告
が
掲
載
さ
れ
る
。
カ
ー
ル
グ
レ
ン
の
講
読
会
に
始
ま
り
、
胡
適

の
友
人
で
も
あ
る
著
名
な
言
語
学
者
、
趙
元
仁
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
発
音
レ
コ
ー
ド
を
使
っ
た
発
音
講
習
会
、
最
初
期
の
系
統
的
語
学

研
究

『

馬
氏
文
通』
講
読
や
、
ま
た
現
代
文
学
か
ら
蕭
軍
の

｢

第
三
代｣

や

『

周
作
人
散
文
抄』

の
講
読
会
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
繰

り
広
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
実
践
語
学
の
講
習
と
平
行
し
て
、
理
論
面
で
も
活
発
な
動
き
が
展
開
さ
れ
る
。『

中
国
文
学』

に
毎
号
の
よ
う
に
語
学
関

係
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
ま
た
一
九
三
七
年
三
月
発
行
の
第
二
四
号
と
一
九
四
二
年
発
行
第
八
三
号
で
は
、
語
学
特
集
号
が
組
ま
れ
て
い

る
。
参
考
ま
で
、
以
下
に
掲
載
論
文
を
挙
げ
る
。

『

中
国
文
学
月
報』

第
二
四
号

【

言
語
問
題
特
輯
号】

(

一
九
三
七
・
三
・
一)

・
魚
返
義
雄

｢

支
那
言
語
学
の
任
務
と
方
法｣

・
曹
欽
源

｢

中
国
国
語
運
動｣

・
下
瀬
謙
太
郎

｢

国
語
羅
馬
字
を
語
る｣

・
斎
藤
秀
一

｢

ラ
テ
ン
化
運
動
に
つ
い
て｣

・｢

中
国
言
語
学
界
瞥
見｣

(

言
語
部)

『

中
国
文
学』

第
八
三
号

【

特
輯

｢

日
本
と
支
那
語｣】

(

一
九
四
二
・
五
・
一)

・｢

支
那
語
界
・
回
顧
と
展
望｣

(

魚
返
義
雄)
・
中
田
敬
義

｢

明
治
初
期
の
支
那
語｣

・
宮
島
大
八

｢

詠
帰
舎
閑
話｣

・
坂
西
利
八
郎

｢

陸
軍
と
支
那
語｣

・
岩
村
成
允

｢

外
交
と
支
那
語｣

・
田
中
慶
太
郎｢

出
版
と
支
那
語｣

・
曹
欽
源

｢

台
湾
と
支
那
語｣

・
鈴
木
擇
郎

｢

日
清
貿
易
研
究
所
と
東
亜
同
文
書
院｣

・
青
柳
篤
恒

｢

思
い
出
づ
る
支
那
語
研
究
の
懐
古｣

・
秩
父
固
太
郎

｢

支
那
語
一
夕
話｣

・
竹
内
好

｢

伊
澤
修
二
の
こ
と｣

・｢

日
本
支
那
語
関
係
年
表｣

中
国
語
の
よ
う
な
い
い
加
減
な
言
語
に
文
法
な
ど
は
存
在
し
な
い
と
い
う
の
が
一
般
認
識
で
あ
っ
た
当
時
に
於
い
て
も
、
学
術
研
究

と
し
て
の
中
国
語
研
究
を
貫
い
た
彼
ら
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
だ
が
、
現
実
は
や
は
り
か
な
り
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

『
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で
、
た
と
え
ば
中
国
語
講
習
会
も
活
況
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
五
月
号
の

｢

後
記｣

に
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉

が
見
え
て
い
る
。

第
十
三
回
支
那
語
講
習
会
が
四
月
二
十
三
日
か
ら
始
り
ま
す
。
毎
春
秋
二
回
、
三
個
月
の
会
期
で
す
。
一
番
合
理
的
な
会
だ
が
、

そ
れ
で
も
定
員
に
充
ち
た
こ
と
が
な
い
。
せ
い
ぜ
い
御
利
用
あ
ら
ん
こ
と
敢
て
宣
伝
致
し
ま
す
。

日
本
の
中
国
侵
略
が
進
行
し
て
、
現
代
中
国
を
学
術
研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と
自
体
が
忌
避
さ
れ
る
。
真
実
を
知
る
こ
と
が
容
易
で

は
な
く
な
り
、
自
由
な
言
論
が
統
制
さ
れ
て
い
く
。
そ
ん
な
暗
黒
の
時
代
の
中
で
も
、
孜
々
と
し
て
自
分
た
ち
の
信
ず
る
道
を
貫
い
た

竹
内
好
は
、
控
え
目
に
、
し
か
し
高
ら
か
に
こ
う
宣
言
し
て
い
た
。『

中
国
文
学』

第
二
〇
号

(

一
九
三
六
・
十
一
・
一)

の

｢

後
記｣

か
ら
。

…
発
音
の
講
座
を
始
め
る
か
ら
、
希
望
の
方
は
多
数
参
加
を
願
い
た
い
。
そ
の
他
の
研
究
会
も
地
道
に
続
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ

れ
が
決
し
て
小
さ
す
ぎ
る
仕
事
で
は
な
い
と
自
負
す
る

三
、
守
旧
派
と
の
闘
い

青
木
正
児
は
、
一
九
二
一
年
一
月

『

支
那
学』
第
一
巻
第
五
号
に
掲
載
し
た

｢

本
邦
支
那
学
革
新
の
第
一
歩｣

と
題
す
る
論
文
の
冒

頭
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

二
百
余
年
前
、
正
徳
の
昔
に
於
て
荻
生
徂
徠
は
夙
に
道
破
し
た
。
―
漢
学
の
教
授
法
は
先
づ
支
那
語
か
ら
取
り
か
か
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。
教
ふ
る
に
俗
語
を
以
て
し
、
誦
す
る
に
支
那
音
を
以
て
し
、
訳
す
る
に
日
本
の
俗
語
を
以
て
し
、
決
し
て
和
訓
廻
環
の

読
方
を
し
て
は
な
ら
ぬ

(�)

。
…
…
爾
来
二
百
年
、
未
だ
其
の
実
現
を
見
な
い
の
は
何
と
い
ふ
奇
怪
だ
ら
う
。

二
百
年
余
り
前
、
つ
ま
り
鎖
国
時
代
の
日
本
で
、
実
際
の
外
国
人
と
接
し
、
ナ
マ
の
外
国
語
に
触
れ
、
学
ぶ
機
会
な
ど
ほ
と
ん
ど
望

み
得
な
か
っ
た
状
況
に
あ
っ
て
、
漢
字
の
中
国
語
音
が
わ
か
ら
な
く
て
も
日
本
語
で
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、｢

和
訓
廻

環
の
讀
方｣

つ
ま
り

｢

訓
読｣

は
、
極
め
て

｢

便
利｣

な
方
法
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
元
来
外
国
語
で
あ
る
中
国
語
を
日
本
語
と
し
て
読

も
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
そ
こ
に
は
矛
盾
が
発
生
す
る
。
青
木
正
児
は
、｢
訓
読｣

の
弊
害
に
つ
い
て
三
点
を
挙
げ
る
。
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(

一)

訓
読
は
読
方
に
手
間
取
つ
て
支
那
人
同
様
に
早
く
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
。

(

二)

訓
読
は
支
那
固
有
の
文
法
を
了
解
す
る
に
害
が
あ
る
。

(
三)

訓
読
は
意
義
の
了
解
を
不
正
確
に
す
る
。

ま
た
、
京
都
、
東
京
両
帝
大
の
中
国
文
学
科
教
授
を
務
め
た
倉
石
武
四
郎
は
、
そ
の
著
書

『

中
国
語
五
十
年』

(

一
九
七
三)

の
中

で
、
当
時
を
回
想
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
当
時
、
わ
た
く
し
が
ひ
と
つ
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
当
時
の
支
那
文
学
と
い
う
も
の
で
す
が
、
学
校
で
は

『

論

語』

を
読
め
ば

｢
子
曰
く

『

学
び
て
時
に
之
を
習
う
、
亦
説
ば
し
か
ら
ず
や』｣

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
当

時
一
般
の
教
授
法
で
あ
り
、
学
習
法
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
考
え
て
み
ま
す
と
、
中
国
の
人
は
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
漢
文
の

本
を
読
む
は
ず
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
中
国
音
で
読
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
も
奇
妙
な
こ
と
だ
。

(

中
略)

…
英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
教
科
書
は
ず
い
ぶ
ん
む
ず
か
し
い
も
の
を
や
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
へ
た
く
そ
な
が
ら
西
洋
人
の
よ
む
通

り
に
は
読
ん
だ
は
ず
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
で
意
味
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
漢
文
だ
け
は
、
あ
る
い
は
支
那
文
学
だ
け

は
、
不
思
議
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
た
。
原
文
を
み
な
が
ら
、
そ
の
漢
字
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
ち
い
ち
日
本
語

に
し
て
読
ん
だ
。
第
一
、
と
て
も
ま
だ
る
っ
こ
く
て
し
よ
う
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
…
…
こ
れ
が

わ
た
く
し
の
一
つ
の
転
機
で
し
た
。
い
や
、
こ
れ
で
一
生
を
誤
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え

て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
以
後
、
何
と
か
し
て
こ
の
壁
を
突
き
破
り
た
い
、
さ
も
な
け
れ
ば
本

当
に
支
那
文
学
は
や
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
考
え
た
も
の
で
す

(�)
。

倉
石
武
四
郎
は
、
中
国
語
音
に
よ
る
漢
文
読
解
を
強
く
推
進
し
た
大
御
所
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
中
国
語
辞
書
の

編
纂
や
、
中
国
語
教
育
の
実
践
者
と
し
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

次
に
引
く
吉
川
幸
次
郎
は
、
京
都
漢
学
の
正
統
な
継
承
者
と
し
て
古
典
文
学
研
究
に
お
い
て
多
大
な
功
績
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の

彼
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。｢

支
那
語
の
任
務｣

(
一
九
四
一)

か
ら
引
用
す
る
。

い
わ
ゆ
る

｢

支
那
語｣

と
い
わ
ゆ
る

｢

漢
文｣

と
が
、
同
じ
民
族
の
言
語
で
あ
る
こ
と
は
、
殆
ん
ど
わ
が
国
人
に
は
、
忘
れ
ら

『

中
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れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
し
て
昔
の
支
那
と
今
の
支
那
と
を
、
別
別
に
研
究
す
べ
し
と
い
う
認
識
も
、
実
は
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
は
、
一
つ
は
支
那
の
口
語
で
あ
り
、
一
つ
は
文
語
で
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
当
然
一
貫
し
た
方
法
で

学
習
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
学
習
し
得
る
も
の
な
の
で
あ
る

(�)

。

中
国
語
理
解
と
い
う
点
だ
け
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
ら
の
意
見
は
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
至
極
も
っ
と
も
な
も
の
だ
が
、
当
時
そ

こ
に
は
複
雑
な
事
情
が
あ
っ
た
。｢

訓
読｣

は
、
単
に
文
章
を
ど
の
よ
う
に
読
む
か
の
問
題
で
は
な
く
、
近
代
日
本
の
中
国
に
対
す
る

思
想
的
意
味
合
い
を
も
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、｢

訓
読｣

の
存
在
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
倉
石
武
四
郎

『

支
那
語
教
育
の
理

論
と
実
際』

(

一
九
四
一)
か
ら
引
用
し
よ
う
。

徳
川
時
代
に
訓
読
が
盛
ん
に
行
は
れ
た
の
は
、
鎖
国
時
代
と
し
て
の
已
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
つ
た
も
の
で
、
た
と
へ
ば
荻
生

徂
徠
の
一
派
の
や
う
に
、
支
那
の
現
代
音
で
直
読
す
る
と
い
ふ
方
法
論
が
成
功
し
な
か
つ
た
の
は
、
時
代
の
背
景
な
り
組
織
な
り

に
適
合
し
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
徳
川
時
代
の
訓
読
教
育
は
、
た
だ
日
本
人
の
教
養
と
い
ふ
点
に
重
点
を
お
き
、
支

那
の
学
問
を
研
究
す
る
と
い
ふ
方
向
に
は
向
か
な
か
つ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
り
、
た
だ
教
養
と
さ
へ
云
へ
ば
好
い
た
め
に
、
支
那

の
こ
と
を
理
解
し
な
く
と
も
差
支
へ
な
く
、
自
然
、
近
代
の
こ
と
は
一
向
顧
み
ら
れ
ず
、
二
千
年
三
千
年
前
の
書
物
を
読
む
だ
け

が
仕
事
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
支
那
の
古
代
を
崇
拝
す
る
と
い
ふ
思
想
が
植
ゑ
つ
け
ら
れ
た

(�)

。

安
藤
彦
太
郎
も

｢

中
国
認
識
の
二
重
構
造

現
実
へ
の
軽
侮
と
古
典
へ
の
尊
崇｣

(

一
九
八
八)

と
題
し
て
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て

い
る
。

…
時
間
の
軸
で
二
分
さ
れ
た
中
国
認
識
を
、
端
的
に
具
現
し
て
い
る
の
は
、
日
本
で
漢
和
辞
典
と
中
国
語
辞
典
が
ま
っ
た
く
無

関
係
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。
…
…
日
本
人
に
と
っ
て

『

論
語』

や
唐
詩
は
自
国
の
古
典
と
お
な
じ
な
の
に
、

康
有
為
や
五
四
運
動
な
ど
近
代
の
人
物
や
事
件
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
、
古
典
は
漢
文
読
み
す
る
一
方
で
、
中
国
語
は『

特
殊
語
学』

あ
つ
か
い
だ
っ
た

(�)

。

｢

特
殊
語
学｣

、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
プ
ラ
ス
方
向
の
言
い
方
で
は
な
い
。
英
語
や
ド
イ
ツ
語
な
ど
西
欧
言
語
に
対
し
て
、
そ
の
価
値
を

数
段
低
く
見
ら
れ
た
差
別
語
と
の
謂
い
で
あ
る
。
戦
時
下
の
日
本
で
、
中
国
は
、｢
民
族
的
、
文
化
的
に
劣
っ
た｣

｢

危
険
な
共
産
主
義

思
想
の
跋
扈
す
る｣

国
で
あ
る
と
、
当
局
に
よ
っ
て
盛
ん
に
宣
伝
さ
れ
、
実
際
を
知
り
得
な
い
庶
民
は
そ
の
言
葉
を
鵜
呑
み
に
し
た
。
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｢
遅
れ
た
ア
ジ
ア
諸
国
を
欧
米
列
強
の
侵
略
か
ら
守
る｣

｢

聖
戦｣

た
る

｢

大
東
亜
戦
争｣

の
理
念
に
則
れ
ば
、
帝
国
日
本
に
と
っ
て
、

そ
う
し
た
世
論
操
作
は
必
須
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
劣
っ
た
民
族
の
言
語
は
、
当
然
劣
っ
た
文
化
で
あ
り
、
学
問
の
対
象

と
し
て
見
な
す
こ
と
な
ど
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。｢

実
用
言
語｣

或
い
は

｢

戦
争
言
語｣

と
し
て
、｢

支
那
語｣

は
軽
侮
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
日
本
の
文
化
に
も
溶
け
込
ん
だ
麗
し
き
中
国
古
典
、
そ
し
て
そ
れ
を
下
品
な

｢

支
那
語｣

で
な
く
、
こ
れ
ま
た
日
本
文
化
た
る
崇

高
な｢

訓
読｣
で
読
む
こ
と
こ
そ
が
価
値
あ
る
行
為
、
こ
う
し
た
図
式
が
、
戦
争
と
い
う
狂
気
の
中
で
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
辺
の
状
況
を
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
の
言
説
か
ら
跡
付
け
て
み
た
い
。
一
九
四
一
年
六
月

『

中
国
文
学』

第
七
三
号
掲
載
、

竹
内
照
夫

｢

漢
文
・
支
那
語
教
育
と
支
那
学
と
の
現
実

(�)｣
よ
り
引
用
す
る
。

一
般
世
人
が
た
と
へ
新
し
い
中
国
に
向
つ
て
好
奇
心
や
興
味
を
抱
く
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
相
手
か
ら
掴
み
出
し
て
く
る
物
は
極

め
て
浅
薄
皮
相
の
一
片
二
片
に
過
ぎ
ず
、
広
東
の
い
か
も
の
料
理
と
か
、｢

姑
娘
が
ど
う
し
た
か
う
し
た｣

式
の
支
那
調
歌
謡
と

か
、
或
は
上
海
新
聞
の
広
告
の
よ
み
か
た
と
か
、
そ
ん
な
程
度
の
も
の
し
か
問
題
に
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
気
味
悪
い
共
産

軍
や
、
泥
臭
い
苦
力
の
話
し
ば
か
り
が
、
現
今
の
支
那
に
就
て
多
く
語
ら
れ
る
間
は
、
中
国
へ
の
優
越
感
は
取
り
さ
り
が
た
く
、

勃
然
た
る
興
趣
を
ば
支
那
研
究
に
湧
出
し
得
な
い
。

こ
れ
が
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
中
国
認
識
の
実
際
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
逆
風
の
中
で
も
、
竹
内
好
ら
の
中
国
文
学
研
究
会
は
、

細
々
と
し
か
し
力
強
く
抵
抗
の
筆
を
執
り
続
け
た
。
竹
内
と
共
に
研
究
会
を
支
え
た
松
枝
茂
夫
は
一
九
三
九
年
四
月『

中
国
文
学
月
報』

第
四
六
号
に
次
の
よ
う
な
感
慨
を
記
し
て
い
る
。

日
本
古
来
の
漢
文
訓
読
法
は
翻
訳
の
一
種
と
し
て
最
も
下
手
糞
の
翻
訳
で
あ
る
。
最
も
悪
い
こ
と
は
そ
れ
が
唯
一
無
二
の
翻

訳
―
い
な
そ
れ
が
漢
文
そ
の
も
の
と
考
え
て
ゐ
る
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
あ
あ
い
ふ
下
手
な
翻
訳
を
や
つ
て
漢
文
を

｢

読
ん
だ｣

と
思
ひ
こ
ん
で
ゐ
る
漢
学
者
の
心
臓
は
相
当
な
も
の
だ
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(

中
略)

隣
邦
人
は
幾
百
年
来
こ
の
八
股
文
を
練
習
し
た
結
果
、
牢
と
し
て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
奴
隷
根
性
と
模
倣
根
性
と
を
造
り
あ
げ
、

も
は
や
自
分
自
身
の
思
想
も
無
け
れ
ば
言
語
も
な
く
、
お
か
み
の
命
令
が
下
ら
な
け
れ
ば
何
の
行
動
も
な
し
得
な
い
と
い
ふ
の
が

一
般
の
現
象
と
な
つ
た
。
こ
れ
は
周
先
生
の
説
で
あ
る
が
、
同
様
の
こ
と
が
我
国
の
漢
文
訓
読
に
つ
い
て
も
云
へ
る
と
思
う
の
で

『

中
国
文
学
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あ
る
。
何
に
せ
よ
機
械
的
に
画
一
的
に
訓
読
し
て
さ
へ
を
れ
ば
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
は
わ
か
ら
う
と
わ
か
る
ま
い
と
、
飯
櫃
を
失

ふ
心
配
は
な
い
の
だ

(�)
。

松
枝
氏
の
文
章
は
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
言
葉
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
、
竹
内
や
、
松
枝
、
武
田
泰
淳
ら
中
国
文
学
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
は
、
経
済
不
況
の
下
、
東
大
の
支
那
文
学
科
を
卒
業
し
た

(

武
田
は
中
退)

も
の
の
職
も
な
く
、
赤
字
続
き
の
雑
誌

『

中
国

文
学

(

月
報)』
を
維
持
す
る
こ
と
す
ら
厳
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。

中
国
文
学
研
究
会
が
、
中
国
語
研
究
、
講
習
会
の
開
催
や
、
雑
誌

『

中
国
文
学』

に
お
け
る

｢

支
那
語
研
究
特
集
号｣

の
編
集
な
ど

を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
は
、
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
に
対
し
て
も
、
帝
大
外
国
人
教
師
を
務
め
た
イ
ギ
リ
ス
人
で
日
本

語
学
研
究
の
権
威
、
チ
ャ
ン
ブ
レ
ン
の
漢
文
訓
読
反
対
論

｢

支
那
語
読
方
ノ
改
良
ヲ
望
ム｣

を
全
文
掲
載
す
る

(�)

な
ど
論
陣
を
張
っ
た
。

ま
た
、
中
国
現
代
文
学
講
読
会
を
開
催
す
る
と
同
時
に
、
魯
迅
、
冰
心
、
沈
従
文
な
ど
の
現
代
文
学
作
家
の
個
別
の
作
品
や
、
黄
遵
憲

『

日
本
雑
事
詩』

や
劉
復

｢

賽
金
花
口
述｣

等
の
翻
訳
掲
載
、
加
え
て
出
版
元
の
生
活
社
よ
り

｢

中
国
文
学
叢
書｣

を
刊
行
し
て
、
近

現
代
の
中
国
文
学
、
中
国
事
情
の
紹
介
に
努
め
た
。

た
だ
、
一
つ
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
国
文
学
研
究
会
の
編
集
方
針
が
守
旧
派
攻
撃
一
辺
倒
だ
っ
た
わ
け
で
は
決
し

て
な
く
、
た
と
え
ば
、
漢
文
訓
読
賛
成
派
の
有
効
な
論
文
も
掲
載
し
て
い
る
し
、
文
学
紹
介
に
し
て
も
古
典
文
学
に
も
多
く
の
誌
面
を

割
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
一
年
四
月

『
中
国
文
学』

第
七
一
号
掲
載
、
長
瀬
誠

｢

支
那
語
教
学
に
関
す
る
随
想｣

に
は
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

支
那
語
は
外
国
語
で
あ
る
。
支
那
語
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
、
満
州
国
や
中
華
民
国
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
る
国
語
を
吾
々

が
学
ぶ
の
だ
か
ら
、
勿
論
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
な
の
で
あ
る
。

(

中
略)

由
来
支
那
語
位
文
語
と
口
語
と
が
截
然
区
別
せ
ら
れ
て
ゐ
る
語
学
は
少
な
い
こ
と
ゝ
思
ふ
。
喋
る
言
葉
と
書
く
言
葉
と
は
全
然

別
個
の
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
く
支
那
語
教
師
が
、
支
那
時
文
を
支
那
語
で
音
読
す
る
口
実
と
し
て
、
支
那
音
で
よ
ん
で
直
ぐ
判
る

様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
。
文
章
を
音
読
し
た
だ
け
で
直
ぐ
判
る
位
な
ら
、
古
典
の
半
言
隻
句
に
何
を
苦
し
ん
で
数
千
字
の
注

釈
を
す
る
必
要
が
あ
ら
う
。
…
…
某
帝
大
で
、
漢
文
を
棒
読
み
に
支
那
音
で
音
読
し
た
も
の
ゝ
矢
張
り
意
味
が
判
ら
ぬ
の
で
、
音
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読
し
て
そ
の
上
訓
読
し
た
と
聞
い
た
が
、
音
読
し
た
と
て
意
味
が
判
る
道
理
が
な
い
の
で
あ
る
。
自
分
は
音
読
が
悪
い
と
い
ふ
の

で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
が
正
し
い
行
き
方
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
。
唯
音
読
す
れ
ば
意
味
が
判
る
だ
ら
う
と
早
合
点
し
て
ゐ
る
人
々

の
蒙
を
啓
き
た
い
の
で
あ
る
。

雑
誌

『
中
国
文
学
月
報』

を
逐
一
繙
け
ば
、
中
国
侵
略
戦
争
と
い
う
ま
さ
に
極
限
状
況
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
彼
ら
が
い
か
に
中
国

に
対
し
て
真
剣
な
眼
差
し
を
注
ぎ
続
け
て
い
た
か
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
地
道
な
営
み
こ
そ
が
、
日
本
の
中

国
に
対
す
る

｢

間
違
い｣

へ
の
精
一
杯
の
抵
抗
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
時
代
が
暗
黒
の
度
合
い
を
深
め
て
い
く
に
つ
れ
て
、
竹
内
ら
の
抵
抗
の
羽
も
徐
々
に
む
し
り
取
ら
れ
て
い
く
。
検
閲
も
厳
し

さ
を
増
し
、
当
局
か
ら
完
全
に
監
視
さ
れ
る
中
で
、
現
代
中
国
を
研
究
す
る
こ
と
、
時
局
に
批
判
的
な
目
を
向
け
る
自
由
な
筆
を
執
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。『

中
国
文
学』

誌
面
に
も
、
時
流
に
迎
合
し
た
言
説
が
少
し
ず
つ
現
れ
、『

日
本
書

紀』

の
研
究
等
の
誌
面
に
そ
ぐ
わ
な
い
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
戦
時
色
が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

日
中
戦
争
開
戦
の
前
年
、
一
九
三
六
年
の
『

中
国
文
学
月
報』

第
十
八
号
に
、｢

輸
入
出
版
物
の
発
売
禁
制
状
況｣

が
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
当
局
の
監
視
の
下
で
中
国
の
出
版
物
が
禁
止
さ
れ
、
ま
た
差
し
押
さ
え
処
分
を
受
け
る
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
同
号
の
竹

内
の

｢

後
記｣

に
は
こ
ん
な
言
葉
が
見
え
て
い
た
。

ち
か
ご
ろ
、
如
何
な
る
事
情
が
あ
ら
う
と
こ
の
冊
子
を
つ
ぶ
し
て
な
ら
ぬ
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
て
ゐ
る
。
今
は
在
る
も
の
を
死

守
す
べ
き
時
で
あ
る
。
い
つ
か
は
頼
る
べ
き
後
生
が
あ
ら
は
れ
る
だ
ら
う
。
つ
ぶ
し
て
な
ら
ぬ
だ
け
の
仕
事
を
し
て
来
た
か
否
か

は
勿
論
別
の
問
題
で
あ
る
。

日
中
戦
争
、
そ
し
て｢

大
東
亜｣

戦
争
へ
と
突
入
し
て
い
く
中
で
、
研
究
会
同
人
は
次
々
に
徴
兵
さ
れ
て
戦
地
、
中
国
へ
と
旅
立
ち
、

そ
こ
で
現
実
の
中
国
と
新
た
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
も
戦
局
の
進
行
に
伴
う
物
資
の
不
足
に
よ
っ
て
紙
の
支
給
量
が
極
端

に
減
ら
さ
れ
た
こ
と
、
研
究
会
運
営
経
費
の
逼
迫
状
況
な
ど
に
よ
り
困
窮
の
度
合
い
は
増
し
て
い
く
。

一
九
四
二
年
、
あ
る
事
件
が
起
こ
る
。
そ
の
年
十
一
月
に
発
行
さ
れ
た

『
中
国
文
学』

第
八
九
号
掲
載
、｢

大
東
亞
文
學
者
大
會
に

つ
い
て｣

の
中
で
竹
内
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

先
日
、
日
本
文
學
報
國
會
か
ら
、
會
長
の
名
で
、
大
東
亞
文
學
者
大
會
を
開
催
す
る
に
つ
い
て
援
助
を
請
ふ
旨
の
印
刷
し
た
書

『

中
国
文
学

(

月
報)』

と
中
国
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状
が
中
国
文
學
研
究
會
あ
て
に
届
い
た
。
…
…
多
忙
の
故
を
も
っ
て
辭
退
し
た
。
…
…
懇
ろ
な
情
理
を
盡
し
た
翻
意
の
勧
奨
が
あ

つ
た
。
僕
は
情
に
お
い
て
忍
び
難
か
つ
た
が
、
や
は
り
お
斷
り
し
た
。

日
本
、
中
国
、
台
湾
、
満
州
国
、
朝
鮮
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
文
学
者
を
糾
合
し
て

｢

大
東
亜｣

の
理
念
を
称
揚
し
推
進
す
る
文
芸

政
策
に
竹
内
好
が
与
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
だ
が
、
当
局
の
指
示
を
拒
否
す
る
こ
と
は
相
当
の
覚
悟
を
要
す
る
決
断
で
あ
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
当
時
の
竹
内
好
の
周
辺
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば

｢

中
国
と
私
―
雑
誌

『

中
国
文
学』

の
こ
ろ｣

と

題
し
て
彼
自
身
が
戦
後
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

…
中
国
文
学
研
究
会
と
い
う
の
は
、
と
に
か
く
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
に
は
の
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
…
警
察
に
に
ら
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
は
、
私
の
家
が
事
務
所
で
し
た
か
ら
、
月
一
回
、
ま
た
は
二
月
に
一

回
程
度
、
特
高
と
憲
兵
が
必
ず
き
ま
し
た
。
様
子
を
探
り
に
と
い
言
う
か
、
牽
制
に
と
い
う
か
、
く
る
ん
で
す
よ
。
い
や
な
気
持

で
す
ね
。
し
か
し
応
対
は
鄭
重
に
し
て
ま
し
た
。
い
つ
挙
げ
ら
れ
る
か
、
び
く
び
く
で
す
よ
。
大
体
あ
れ
は
寝
込
み
を
襲
う
で
し
ょ
。

そ
の
当
時
は
、
朝
寝
坊
で
、
昼
頃
ま
で
寝
て
た
ん
で
す
が
、
朝
、
眼
が
さ
め
て
無
事
で
い
る
と
、
あ
あ
、
今
日
は
大
丈
夫
だ
と
い

う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
毎
日
だ
っ
た
(�)
。

竹
内
が

｢

大
東
亞
文
學
者
大
會
に
つ
い
て｣
の
筆
を
執
っ
て
か
ら
四
ヶ
月
後
の
一
九
四
三
年
三
月
、
雑
誌

『

中
国
文
学』

は
廃
刊
す

る
。
非
常
時
下
で
の

｢

闘
い｣

は
こ
こ
ま
で
で
あ
っ
た
。

注

(

１)
｢

支
那
語
の
不
幸｣

一
九
四
〇
年
、『

文
藝
春
秋』

九
月
号
。『
吉
川
幸
次
郎
全
集

第
十
七
巻』

(

一
九
六
九
年
、
筑
摩
書
房)

、
四
二
二

頁
。

(

２)

吉
川
幸
次
郎

｢

翻
訳
時
評

(

二)｣

中
国
文
学
研
究
会
編

『

中
国
文
学』
第
七
八
号

(

一
九
四
一
年
十
月
二
十
六
日)

等
参
照
。

(

３)

広
部
精

｢

緒
言｣

『

増
訂
亜
細
亜
言
語
集』

(

一
九
〇
二
年
初
版
、
一
九
〇
五
年
第
四
版
、
青
山
堂
書
房)

。

(

４)

坂
西
利
八
郎

｢

陸
軍
と
支
那
語｣

中
国
文
学
研
究
会
編

『

中
国
文
学』

第
八
三
号

(
一
九
四
二
年
五
月
一
日)

。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
五
号
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(
５)

井
上
哲
次
郎

｢

語
学
の
必
要｣

国
民
英
学
会
文
学
会

『

外
国
語
研
究
要
論』

(

一
八
九
一
年
九
月
刊)

原
載
。
六
角
恒
広
著

『

近
代
日

本
の
中
国
語
教
育』

(

一
九
六
一
年
、
播
磨
書
房)

参
照
、
七
五
頁
。

(

６)
前
出
、
六
角
恒
広
著

『

近
代
日
本
の
中
国
語
教
育』

、
二
二
頁
。

(

７)
『

中
国
文
学

(

月
報)』

中
国
文
学
研
究
会
機
関
誌
は
、『

中
国
文
学
月
報』

と
し
て
一
九
三
五
年
三
月
創
刊
。
竹
内
好
が
二
年
間
の
北

京
留
学
か
ら
戻
り
、
一
九
四
〇
年
四
月
の
第
六
〇
号
よ
り

『

中
国
文
学』

と
誌
名
を
変
更
す
る
。
月
刊
は
継
続
。
発
売
を
生
活
社
に
委

託
す
る
。

(

８)

竹
内
好

｢

支
那
語
の
教
科
書
に
つ
い
て｣

一
九
四
一
年
十
月
二
十
六
日

『

中
国
文
学』

第
七
八
号
。
竹
内
の
取
り
あ
げ
た

｢

教
科
書｣

に
つ
い
て
、
当
時
そ
の
教
科
書
を
実
際
に
使
用
し
た
太
田
辰
夫
氏
が

｢

わ
が
華
語
の
師｣

(
『

同
学』

一
九
九
一
年
春
号)

で
次
の
よ
う

に
回
想
さ
れ
て
い
る
。

私
は
そ
こ
で
、
宮
越
健
太
郎
・
杉
武
夫
著

『

最
新
支
那
語
教
科
書』

会
話
篇
を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
著
者
は
二
人
と
も

東
京
外
国
語
学
校
の
教
授
で
、
こ
の
教
科
書
は
何
度
も
版
を
重
ね
た
権
威
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
読
ん
で
い
く
う
ち

に
、
そ
の
先
生

(

留
学
生)

は
続
々
と
教
科
書
の
誤
り
を
指
摘
す
る
。
…
私
は
あ
き
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私

は
、
こ
の
よ
う
な
著
書
を
習
っ
て
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
考
え
た
。

(

藤
井
省
三
著

『

東
京
外
語
支
那
語
部

交
流
と
侵
略
の
は
ざ
ま
で』

[

一
九
九
二
年
、
朝
日
選
書
四
五
八]

に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
三
年

当
時
旧
姓
武
蔵
高
校
の
学
生
で
あ
っ
た
太
田
氏
は
、
中
国
人
留
学
生
に
会
話
を
習
っ
た
が
、
そ
の
時
問
題
の
教
科
書
を
用
い
た
と
い
う
。)

(

９)
｢

年
譜｣

(

一
九
三
五

[

昭
和
一
〇]

年)
『

復
刻
中
国
文
学

別
冊』

(

一
九
七
一
年
、
汲
古
書
院)

四
二
頁
。
立
間
祥
介
注
。

(

10)

荻
生
徂
徠

｢

譯
文
筌
蹄｣

(

一
七
一
一

[

宝
永
二]

年)
｢

題
言｣

に
見
え
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。
予
嘗
爲
蒙
生
定
學
問
之
法
。
先

爲
崎
陽
之
學
。�
以
俗
語
。
誦
以
華
音
。
譯
以
此
方
俚
語
。
絶
不
作
和
訓
廻
環
之
讀
。(

始
以
零
細
者
。
二
字
三
字
爲
句
。
後
使
讀
成
書

者
。
崎
陽
之
學
既
成
。
乃
始
得
爲
中
華
人
。
爾
後
稍
稍
讀
經
子
史
集
四
部
書
。
勢
如
破
竹
。
是
最
上
乗
也
。)

(

11)

倉
石
武
四
郎

『

中
国
語
五
十
年』

一
九
七
三
年
、
岩
波
書
店
。
一
八
頁
。

(

12)

吉
川
幸
次
郎

｢

支
那
語
の
任
務｣

一
九
四
一
年
一
月

『

文
藝
春
秋』

原
載
。『
吉
川
幸
次
郎
全
集

第
十
七
巻』

四
五
五
頁
。

(

13)

倉
石
武
四
郎
著

『

支
那
語
教
育
の
理
論
と
実
際』

(

一
九
四
一
年
、
岩
波
書
店)

、
四
一
頁
。

『

中
国
文
学

(

月
報)』

と
中
国
語
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(
14)

安
藤
彦
太
郎
著

『

中
国
語
と
近
代
日
本』

(

一
九
八
八
年
、
岩
波
新
書)

、
五
一
頁
。

(
15)

筆
者
の
竹
内
照
夫
は
当
時
、
熊
本
五
校

(

現
在
の
熊
本
大
学)

教
授
。
こ
の
文
章
は
、
前
出
注
13
、
倉
石
武
四
郎
著

『

支
那
語
教
育
の

理
論
と
実
際』

に
対
す
る
批
判
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
。

(

16)
松
枝
茂
夫

｢

う
め
ぐ
さ
漫
談｣

文
中

『

周
先
生』

と
は
、
周
作
人
の
こ
と
。
日
本
の
統
治
後
も
北
京
に
留
ま
っ
た
周
作
人
は
、
招
聘
さ

れ
て
日
本
も
訪
れ
て
い
る
が
、
中
国
文
学
研
究
会
は
魯
迅
の
弟
で
も
あ
る
極
め
て
著
名
な
文
学
者
に
は
も
ち
ろ
ん
注
目
し
て
お
り
、
各

メ
ン
バ
ー
が
北
京
及
び
日
本
で
た
び
た
び
接
触
し
て
い
る
。
な
お
、
松
枝
茂
夫
は
こ
の
文
章
を
書
い
た
直
後
に
、
九
大
文
学
部
中
文
科

の
専
任
講
師
と
し
て
目
加
田
誠
教
授
の
も
と
に
赴
任
し
て
い
る
。

＊
参
考

中
国
文
学
研
究
会

｢

年
譜｣

『

復
刻
中
国
文
学
別
冊』

(

一
九
七
一
年
、
汲
古
書
院)

、
五
七
頁
。

(

一
九
三
八

[

昭
和
一
三]

年)

三
月
一
日

目
加
田
誠

(

支
那
文
・
昭
和
四
年
卒
業)

同
人
に
参
加
。

(

一
九
三
九

[

昭
和
一
四]
年)

四
月

松
枝
、
九
州
帝
国
大
学
文
学
部
講
師
就
任
。

(

17)
(

東
大)

文
科
大
学
教
師
ビ
ー
・
エ
チ
・
チ
ャ
ン
ブ
レ
ン

(�������������)
｢

支
那
語
讀
方
ノ
改
良
ヲ
望
ム｣

一
九
三
九
年
十
月

『

中
国
文
学』

第
五
五
号
。
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
チ
ャ
ン
ブ
レ
ン
の
漢
文
訓
読
徹
底
排
斥
論
の
文
章
が
、
ほ
ぼ

(

？
秋
吉
に
は
判
別

不
能)

完
璧
な
漢
文
訓
読
体
に
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。｢

訓
読
の
出
来
な
い
外
国
人
ふ
ぜ
い
が｣

と
の
批
判
は
御
免
。

(

18)
｢

中
国
と
私
―
雑
誌

『

中
国
文
学』

の
こ
ろ｣
一
九
六
九
年
二
月
号

『

未
来』

原
載
。『

竹
内
好
全
集

第
十
三
巻』

(

一
九
八
一
年
、

筑
摩
書
房)

、
二
一
二
頁
。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
五
号
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